



Koda Rohan’s vision of the West: 
One interpretation of Rohan’s literature. 
潟沼誠二＊
Koda Rohan occupies a unique place in the history of modern 
(kindai) Japanese literature. In an age when many writers were 
influenced by Western culture, Rohan created a literature which 
both thematically and stylistically has its roots in the Eastern 
tradition. 
However, despite this, it must not be overlooked that Rohan 
entertained and enormous interest in the West. His very early 
novel, Ro dan-dan, published Meiji 22 (1989), is cosmopolitan in 
scope, being set in New York City. In Faη1u butsu, too, which 
was published in the same year, one can detect a keen awareness 
of the West. 
Rohan’s vision of the West, as presented in these works, is 
very unique. Its underlying elements will be ascertained through 
analysis of the poet Tairakl王uin Ro dan-dan. It will also be 
shown that Rohan’s experiences in Hokkaido, which amounted 
＊ 潟沼誠二北海道教育大学教授
to an overseas sojourn of a very singular kind, can in fact be 
compared to a“W esterm experience，” and Yukiルn-punis 
analysed according to this interpretation. 
Lastly, it will be shown through detailed analysis of Furyu 
butsu that the accounts of the Mormon Church in this work are 



























































































5 久野昭『近代日本と反近代.］ （以文社） 92頁























































Union Pacificと（2)the Western Pacificの2線が合流していた。この地をし

























































ARRIVE AT YOKOHAMA 
Apostle Grant and Companions Now in the Mikado’s Empire. 
President Snow received a cablegram today from Apostle Heber 
J. Grant announcing that he and his companions arrived safely at 
Yokohama last midnight. The cablegram merely stated the fact, 
giving no farther particulars but those who are familiar with his 
plans say that Apostle Grant will first call on the highest government 
officials including the mikado himself, and will lose no time in getting 






















August 16, 1901 
Dr. A. Taro Okano, representing the N iroku Shinpo, a prominent 
newspaper published in Tokyo, called and asked for an interview, 













































The inhabitants of Utah now find themselves surrounded with so 
much uncertainty and danger brought about by the opposition made 
to the maintenance of their social organization within the limits of 
the United States, that today not only is the influx of European-
immigration there stopped, but even those who have been long 
established in the district are beginning to look for the day when they 
will have to move to more hospitable stores. There is nothing in the 
causes of this hostility towards the people of Utah calculated to gain 
the sympathy of Japan and make her dread their presence in Y esso 
should they seek privilege to transfer their abades there. It is owing 
entirely to prejudices with which this country has nothing in common. 
Besides this, as colonists the inhabitants of Utah have proved 
superior to any other class known. They form a community, 
numbering over 50,000 souls, called Mormons, and follow a peculiar 
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4 Historical Department, The Church of Jesus Christ of Latter-Day Saints in 
Salt Lake City Index No. CR/ 4185/61/BX-1 
5 同上
6 田中彰『岩倉使節団.I（講談社現代新書）
四、
『露団々 Jのく外国〉は、先にあげた『米欧回覧実記Jと矢野龍渓の「郵
便報知新聞」掲載のユニテリアン教会に関する記述から獲得したものであり、
『風流仏』のく外国〉は『米欧回覧実記Jに依拠しているとすれば、幸田露
伴の主たるく外国〉は、主にキリスト教に関するものと言ってよいだろう。
そしてこれに対処する仕方にいかにも露伴らしさがうかがわれるのは興味深
い。それは、明治のキリスト教の主流を占めるプロテスタンテイズムではな
い。明治初期に若い文学者の精神を捉えたプロテスタント・キリスト教では
なく、むしろキリスト教界にお付る異端、つまりカトリックからもプロテス
タントからも圧迫されているくユニテリアン〉やくモルモン宗〉に、幸田露
伴は彼の眼を向けている。ユニテリアンもモルモンも、伝統的な三位一体論
を否定する。ユニテリアンは、キリストの神性を否定し、モルモンは、キリ
ストの西半球来訪説を基盤とする『モルモン経Jを聖典として認める立場を
とっている。幸田露伴はこうした、いわばキリスト教界のく辺境〉に位置す
る宗派に眼を向けているのである。
笹淵友一氏が称揚する『露団々Jのキリスト教的「神聖の恋」説の一つの
論拠となっている『突貫紀行j（明治20年9月25日）の仙台市における日曜礼
拝も、よく読んでみると、幸田露伴の宗教に対するあるくせが伺い知れるて
いのものなのである。
二十五日 朝、基督教会堂に行きて説教を聞く。
このような記述は、やはり笹淵氏をして一つの論拠の引用へと誘引させたの
であろう。しかし、この文の次には、
仏教も此教も人の口より聞けば有難からずと思ひぬ。
と、きわめて醒めた心懐を吐露しているのである。キリスト教だけではなく
仏教もそうであるが、これらを見る露伴の眼は、実に醒めている。
こうした露伴の眼ざしを明らかにするために、再び『露団々』に立ちかえっ
てみよう。ここには、諸外国の首都をはじめ主要な大都市の名前がいくつか
出てくる。しかし日本の首都東京はおろか他の都市もあげられておらず、わ
シャコタン
ずかに辺境くエゾ〉地の地名く積丹〉が登場するだけである。この地名を単
にあげるにとどまらない。『露団々Jの第16回「白露をこぼさぬ萩のうねりか
なJに、婿候補として、いわば第1次予選ともいうべき作文に合格しながら
も第2次の面接試験に姿を現わさない人物、詩人たいらつくが登場する。こ
の詩人に関して、まずぶんせいむとその愛嬢るびなとの聞に、次のような会
話が交される。
ぶん「驚くなよ、…...・ H ・－－夫から四十枚計り書た人があるが、J
るび「それはなんと云ひました。J
ぶん「是れは貴様にも面白いよ、全篇残らず古代の話しにして作った詩だ
よ。」
るび「それは定めし面白う御座りませう、少し御話しなすって下さいませ
んか。J
ぶん「あッはッは、詩と聞くと直に顔色を直すからい）.0 ……一体の脚色
は小人護者が抜雇して人民が非常に苦しむ中に、世を憂る君子と淑女
が種々の辛酸をなめ重し漸く国も太平になり、婚姻の式を挙るとたん
夷秋が国境に攻めて来たので、夫は直に兵を率ゐて戦争に出たが運わ
るく戦死したので、妻は遂に焦れ悲しんで盲目になりて迷ひ歩行き、
シャコタン
積丹という小高い山の雪中で凍え死ぬるといふ、実に凄い話だ。J
にゅうよるくふを舞台とする『露団々Jに、北海道後志国余市の地名が、突
如として出てくるという奇異さは、しかしながら後に明治22年11月25日から
読売新聞に掲載された『雪粉々Jの世に出てくることを予想する。しかし、
『雪粉々 J引に、 く明治二十一年露団々のー篇の稿を了るや予はまた直に一部
の長々しき物語の案を立てたりき。此雪粉々のー篇は当時の案のおもかげな
り〉とし、その根底に くあやしきことも有るものなり。一昨年の冬のある夜
の夢に、積丹の山の姿をいと明らかに打眺めて、あれこそは往昔美しき女の
泣きて泣きて生命絶えしところよなど、夢心地に深くもあはれに覚えけるが、
醒めて後之を思へば、積丹の山にて美しき女の身を終はりしといふことは、
真実にきる事ありしにはあらで、此物語を案ぜし折に想、ひ得たりし最後の一
章の光景なりしを、吾が夢の中にて我が往昔造り設けしことなりとも心づか
ず、真実にありしことのやう覚えて悲しく思ひたりしなりけり〉と書かざる
を得なかった、露伴の若き時代の く辺境〉体験が牢固として存在する。主流
よりも傍流を、中央よりも辺境を選びとって行く幸田露伴は、それを彼の文
学的態度ともしてしまったのではなかったか。あの露伴らしさとは、こうし
た事実を言うのである。
ここまで論じ来たった以上、残された課題は、そんなに漢とはしていない。
ただ く辺境〉であの眼ざしを決定的にしたものは、いったい何であったのか
を述べるのみである。
しかしながら、それについては別の機会に譲るべきであろう。ただ、次の
点、だけはかいつまんで述べておきたしユ。余市在住期に『傍厳経Jを学んでい
たことが、 く偶成〉なる律詩の一節 く醒時気白楊厳経〉や、『般若心経第二義
注Jの く我も一年ばかり湯気にあがりて、人跡なき深山の笹小屋に徹夜の坐
禅など役だたぬ業を悦び、酒の肴に拐厳経を読む〉などの記述によってわか
る。この経の正式名は『首傍厳三昧経』と言い、「首拐厳Jとは くシューラン
（注1)
ガマ（suramgama）という原語の音訳〉であり、その意味するところは く「勇
（注2)
者として進み行く者J＞であるという。この経典の87節からく魔界行不汚菩薩〉
が登場し、いわゆる魔の世界が顕示される。幸田露伴が、この魔というコト
パを用いるのは、上掲した『般若心経第二義注jの深山における坐禅体験や
傍厳経を読んだことを吐露する文のすぐ後である。 く魔を新らむとする〉とい
う露伴の生き方－それは小説家露伴の創作原理でもあるのだーを表明する。
そしてまた次のようにも述べている。あの『傍厳経』の影響であろうか。 く自
ら大英雄と気がつきて、 く天の大導師たらんと心付かば論なし〉と含差の情を
こめながらも、く耶蘇教にても仏教にても湯気にあがりたる人は多〉い中で、
く幸にして利剣を手中に把り得るときんぱ直ちに乱麻を斬って捨て〉ょうと
するのである。幸田露伴が、 くモルモン宗〉に関心を抱いたのは、一夫多妻と
いう教義が魔に見えたからでもあろう。彼の外国を見る眼は、こうした魔と
いう言わば近代社会における く辺境〉としての sub-cultureとあの『傍厳経J
に言うところのく魔の領域にある真如と、仏陀の領域にある真如とは、不二
（注3)
である〉という姿勢に支えられたものであったにちがいないのである。この
姿勢は、 く辺境〉なるエソに赴かざるを得なかった、若き露伴の外遊体験にこ
そ求められるべきものであった。
注
1 長尾雅人・丹治昭義『維摩経・首傍厳三昧経.I（中央公論社） 425頁
2 同上
3 同上書302頁
討議要旨
メラノヴイツツ氏より、露伴のモルモン教への関心は、外面的なエキゾチ
ズムか或は内面的思想的なものであったか、との質問があり、発表者より、
-154-
『風流仏jに於ける珠運が仏像を彫ることによりお辰との愛を完成してゆく
のは、非キリスト教的であるが、露伴はマホメット教やモルモン教の木偶土
像といっているのでと内面的にかかわっていたのではないかとの発言があっ
た。
